
 

コース ３７ 嵩
たけ

 山
やま

 

リーダー  ＣＬ K/T  ＳＬ M/T 

実 施 日  平成２５年 １１月 ２日（土）天候 晴れ 

参 加 者   ３５ （男性 ７  女性 ２８） 

グレード  B上 

コースポイント 

ポイント 到着時間 出発時間 備  考 

秋葉区役所前  5：50 越後川口 SA、下牧 PA、月夜野 IC 

「霊山たけや」公園 9：10 9：30 東登山口より、途中弥勒穴や大岩壁等 

経塚（稜線） 10：10 10：20 岩場、鎖場の注意をリーダーから 

大天狗（女岩）往復 10：40 11：10 ほぼ全員が山頂の女岩を無事クリアー 

中天狗 11：40 11：40 ここは樹木と岩陰に石祠があるのみ 

胎内くぐり 11：45 12：10 スリム度の判定になる、L以外通過 

小天狗・東屋 12：15 13：10 天狗の広場でご馳走を広げる 

「霊山たけやま」公園 13：40 14：00 振り仰ぐと嵩山の威容を改めて感じる 

八ッ場ダム・道の駅 14：40 15：10 話題のダムで大変な混み具合 

秋葉区役所前 19：00  充実した気持ちに満たされ帰路に着く 

山行等概要（幹事のコメント） 

 嵩山は全体が岩場だが、普通に歩くルートは多少の岩石混じりの土の道。ただ所々岩石

が露出していて、“天狗”と称する所もその一つ。“女岩”の岩石の突出している大天狗へ

至る約 50ｍ位は、斜度 35～40°位の岩場が続く。 

 計画当初雨天ではここを避け、晴天でも希望者だけとしていた。しかし、今年 5 月末日、

3度目にここを訪れ驚いた。50ｍ程の岩場全てに鎖が設けられ、最後の山頂部の円い女

岩までに鎖が張られていた。 

 これなら大丈夫と考え、幸い当日は快晴に恵まれたので全員で登ることにした。鎖のパ

ーツごとに次の人が待たなければならない分手間がかかったが、全部無事クリアーし、

その余勢を駆って山頂部の“女岩”にほとんどの人が挑戦し、多少のスリルを楽しんだ。 

 大天狗を経験した後は、中天

狗、胎内くぐり、小天狗等々皆

さん難なくスムーズにクリア

ーし、天狗の広場で楽しくお

昼にすることができた。 

 岩場のあちこちに祀ってある

三十三観音の一部も訪ねなが

ら、この変化に富んだ岩山を

下山したら、そこには道の駅

「霊山たけやま」の公園。小休

憩をとる。 

 この後建設途上の八ッ場ダム

の大橋上からの眺望のおまけ

まで付いて、楽しく充実した

一日であった。 

  

道の駅「霊山たけ山」から嵩山の全景をバックに。中央の

大岩は中天狗から下方の男岩。その右奥は大天狗か。 



 

「嵩山-初めての岩場体験-」 

（976）F/S   

 

 ランク B上、岩場ありのコース、不安一杯の参加となりました。 

天気に恵まれた事と、参加者皆様の元気パワーを頂きなが

らの出発。 

登り始める事 30 分位歩いた頃に、弥勒穴のある大岩壁、

崩れかかった所もあり、私は圧倒されながら見上げていま

した。 

その場でカメラタイム、10 分位歩き経塚で休憩、そこか

ら大天狗に向かって歩いていくうちに、鎖の付いた岩場に

到着。そこで、リーダーより登る時の注意として、マフラ

ーなどは、足元がきちんと見えるように身支度を整える

事。三点確保は確実に、鎖だけに頼りすぎない事。一定の

間隔を置く事など話をされてから、先にリーダーが登り、

続いて登る参加者。特に初心者の私などには目を離さずに

注意深く指示してくださり、お陰さまで大天狗、女岩と登

る事ができました。女岩は狭いために班毎の登り、女岩か

らの眺めは素晴らしく、ゆっくり出来なかったのが残念で

した。 

下りは巻き道との事ですが、登りに劣らず岩場の為、ゆっ

くり足元に気を付け、リーダーの指示を受けながら岩場を

過ぎた時は、ホッとしながら歩いていると今度は胎内くぐりです。 

こちらは、岩場と違い粘土質の急登で、滑り易く、鎖を頼りに、前に登る人を良く見ながら、

リーダーの指示を受けて登りました。鎖場を離れた所で次が大変でした。金具は付いていたの

ですが足が思うように届かず、一瞬どうしようと思いながらも、何とか足を掛ける事が出来

て、フーッと大息でした。無事胎内くぐ

りを通り抜けた時は、皆様からの力は凄

いと感じました。小天狗も岩ですが楽し

かったです。 

観音様も３３体あるらしいですが、私に

は全部は見つけなかったと思いました。 

初心者の私に、的確な指示をしてくださ

ったリーダーや回りの参加者の皆様に感

謝です。 

本当に素敵な楽しかった経験をさせて頂

き、「ありがとうございました」の言葉で

一杯です。 

大天狗の山頂の女岩。1 つの班

ずつ交替で、全部の班が登った 

小天狗の岩場 この後方下方に不動岩あり。手前

下方は天狗の広場 


